
 

 

 

 

 

ガソリン車を電気自動車に改造する試みが会津若松市内で動き出しました。 

会津若松市内企業の「(有)オートパーツアマルク」と「会津大学」そして我校「若松一高」が連携し

安価なエコモーターの改造技術研究に入る。 

会津大学はコンピューター制御システムを開発。 

我校は電池部門。ソーラーカー全国大会多数の優勝経験などからデータが豊富に蓄積されているため、

それを基に改良し支援することとなりまた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(有)オートパーツアマルクにて、 

「コンバートＥＶ車の講習勉強会 

及び試作車製作実施」 

日程：平成 23年 2月 20日～23日 

場所：(有)オートパーツアマルク 

 

本校では２学年自動車科の生徒が 

２１日参加する予定です。 

生徒たちは現物の改造に立ち合うわけ

です。 

 

もともと車好きな生徒たちですから、

勉強になるに違いありません。 

 


